
正
常
位
胎
盤
早
期
刺
離

六

九

二

之
が
誘
因
を
な
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
て
居
る
「
臨
床
上
、
本
症
が
子
痢
、
妊
娠
腎
の
場
合
に
屋
々
菱
生
す
る
事
慣
か

け
し
て
も
本
症
と
妊
娠
中
毒
症
と
の
潤
に
一
定
の
関
係
が
あ
る
事
が
想
像
さ
れ
る
。
然
し
本
例
の
如
き
は
浮
腫
．
蛋
白
．尿

ヽ

な
く
他
に
原
因
と
見
倣
し
得
べ
き
疾
病
も
認
め
ら
れ
な
い
。

症
候
所
見
は
前
に
述
べ
た
通
う
特
異
な
も
の
で
、
殆
ん
ど
恒
に
外
出
血
を
件
ふ
の
で
他
に
紛
ら
は
し
い
場
合
も
な
い
が
、

唯
Ｌ
と
し
て
基
も
外
出
血
を
件
は
す
に
内
出
血
即
子
宮
内
＝
血
の
み
を
末
た
し
て
居
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
此
の
際
は
診
察

に
注
意
せ
ぬ
と
之
セ
看
過
し
、
た
め
に
急
性
貧
血
の
原
因
の
判
断
に
苦
し
む
場
合
が
な
い
で
も
な
い
。

本
症
の
豫
後
は
剥
離
面
の
大
小
と
、剥
離
セ
起
し
た
時
期
と
に
関
係
す
る
。
一
般
に
妊
娠
中
或
は
分
娩
初
期
に
凄
し
た
も
の

は
豫
後
不
良
で
、
分
娩
末
期
に
於
て
始
め
て
凄
し
た
も
の
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
之
は
剣
離
が
起
つ
て
か
ら
分
娩
終
了
迄

０
時
間
の
長
短
に
開
係
す
る
の
で
あ
つ
て
、
分
娩
終
了
迄
に
長
時
間
を
要
し
た
場
合
は
そ
の
間
出
血
も
多
い
課
で
従
つ
て
豫

後
が
粧
し
て
不
良
な
０
は
営
然
の
事
で
あ
る
。
統
計
上
母
醍
死
亡
率
が
一
五
乃
至
三
二
％
、
胎
兒
死
亡
率
が
少
ｔ
き
は
二
五

％
、
多
き
は
八
〇
％
に
達
す
る
の
を
見
て
も
本
症
が
如
何
な
重
篤
な
異
常
分
娩
で
あ
る
か
ゞ
判
る
。

療
法
と
し
て
は
出
血
の
程
度
「
産
道
の
状
況
、
胎
見
の
先
進
度
等
に
よ
つ
て
そ
れ
た
ヽ
適
好
し
た
各
種
の
分
焼
促
進
法
乃

至
は
急
速
途
娩
法
を
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
衛
又
分
娩
後
の
弛
緩
性
出
血
に
備
ふ
る
と
共
に
一
方
貧
血
に
勤
し
て
そ
れ
た
ヽ
虜

置
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
れ
に
せ
■
各
手
術
の
賞
施
に
際
し
て
は
敏
速
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、
費
に
瞬
時
を
争
ふ
場
合
も

少
な
く
な
い
。
従
つ
て
一
定
の
設
備
と
熟
練
せ
る
助
手
、
産
婆
を
有
す
る
病
院
な
ら
で
は
完
全
に
し
て
迅
速
な
庭
置
が
施
し

難
い
。
故
に
本
症
の
確
診
し
得
た
る
場
合
は
勿
論
い
之
を
疑
ふ
場
合
と
て
も
事
情
の
許
す
限
り
は
直
ち
に
そ
れ
′．ヽ

適
営
の

病
院
へ
途
附
す
る
の
が
賃
地
轡
家
と
し
て
の
取
る
べ
き
道
で
ぁ
つ
て
、
高
止
む
を
得
ぎ
る
場
合
の
外
は
患
家
に
於
て
庭
置
す

る
様
な
事
が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。

「
ケ

ご

食

餌

療

法

東

北
帝

国

大
學

臀
學

部

小

讐

學

博

士
　

士
ロ

一　
述

「
ケ
ト
ン
」食
餌
と
云
ふ
の
は
飢
餓
の
場
合
と
同
様
な
化
學
的
憂
化
を
鎧
内
に
起
さ
せ
る
様
な
食
餌
を
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、

言
ひ
か
へ
れ
ば
、「
タ
ト
ー
ジ
ス
」
を
起
す
様
な
食
餌
で
あ
る
。
此
の
食
餌
は
主
に
米
國
で
は
行
は
れ
て
み
る
も
の
で
、
殊
に

〕
９
一ｏ
目

の

日
鶴
”
８

●
”３
庁
∽
ｏ
８

●
３
】
目
９
」
す
卜
と

【
♂
【‘

Ｌ

目
ｏ
魚
”ｏ
ユ

ｏ
ｏ
庁

器

で
大

規

模

に
行

は

れ

て

ゐ

る

。

簸
病
の
狡
作
が
飢
餓
の
中
に
そ
の
数
を
減
し
、
又
は
全
く
職
作
を
起
さ
な
く
な
る
事
は

ｏ
ＮｏＬ葛

等
も
認
め
て
ゐ
る
所
で

目
ｏ諄
ご
目
＆
耳
■
の
研
究
に
依
る
と
飢
俄
の
場
合
に
は
、
尿
酸
の
増
加
血
糖
の
低
下
血
申
友
酸
結
合
力
の
低
下
が
あ
り
、
尿

及
び
呼
氣
の
中
に
「
ア
セ
ト
ン
」
鎧
が
出
現
し
て
家
る
。　
一
方

■
”一鮎８

の
研
究
に
依
る
と

「
ア
セ
ト
ン
」
證
は
細
胞
を
廃

痺
さ
せ
る
作
用
が
あ
つ
て
神
経
細
胞
の
反
射
作
用
を
低
め
る
働
き
が
あ
る
。

此
の
二
つ
の
鶏
即
ち
騰
内
に
於
け
る

「
ケ
ー
ー
ジ
ス
」
と

「
ア
セ
ト
ン
」
腱
の
神
経
細
胞
に
当
す
る
作
用
か
ら
見
て
、
癒

病
の
機
作
が
飢
俄
の
中
に
減
す
る
の
は
、
腱
内
に
於
て
の

「
ケ
ト
ー
ジ
ス
」
の
作
用
で
は
な
い
か
ｔ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
賞
際
搬
痢
の
機
作
が
飢
餓
の
と
き
に
減
す
る
か
ら
と
云
つ
て
、
敷
日
以
上
の
飢
餓
を
績
け
る
事
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で

他
の
方
法
に
依
つ
て
飢
餓
と
同
様
な
憂
化
を
髄
内
に
起
さ
せ
、
同
時
に
之
を
数
日
、
数
週
、
藪
ア
月
連
績
さ
せ
て
も
小
見
の

「
ケ
ト
と
食

軒
療

法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
九
三

‐‐
　

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

＝

＝

―

――

計

賦

―

卜

灘

牡

情

――

椰

靴

Ⅲ

服

螢

蠍

皿

冊

晰

皿

冊

鋤

棚

岨

鰍

獅

柵

翻

鶴

辮

圏

雛

網

酬

躙

馴

躙

躙

鵬

躙

鵬
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躙

躙
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六
カ
ロ

フ

ト
こ

食

軒
療

法

健
康
を
充
分
に
保
た
せ
る
様
に
考
案
し
た
も
の
が
↓
タ
ト
ン
」
食
餌

（膠
ざ
鴨
口ざ
口
ｏじ

で
ぁ
る
。

食
餌
に
依
る

「
ヶ
ト
ー
ジ
ス
」
の
稜
生
は

ョ
ぃ】鮎ｏご
”
Φ８
Ｒ
３
●
等
に
よ
つ
て
企
て
ら
れ
た
も
の
で

「
ケ
ト
ー
ジ
ス
」
が

起
る
と
癒
病
は
減
し
て
家
る
も
の
で
あ
る
。

「
ケ
ト
ン
」
食
餌
の
生
化
學
的
基
礎

「
ケ
ト
ン
」食
餌
は

解
”申
゛
■
８

，Ч”諄
等
の
研
究
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
即
ち
脂
防
が
艦
内
で
完
４
に
水
ｔ
友

．酸
飛
斯
と
に
燃
燒
す
る
に
は
充
分
な
含
水
友
素
の
存
在
す
る
事
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
若
し
此
の
場
合
に
充
分
な
含
水
炭
素

が
な
い
時
に
ば
、
山
化
作
ル
が
完
全
に
行
は
れ
す
に
「
脂
肪
腱
か
ら
水
と
友
酸
泥
斯
に
分
解
す
る
中
間
産
物
で
あ
る

「
ク
ト

ン
ピ
鰐
で
酸
化
が
上
つ
て
ゐ
る
事
に
な
る
。
従
つ
て
尿
及
び
呼
気
の
中
に

「
ア
セ
ト
ン
」
艦
が
出
て
ホ
る
の
で
あ
る
。
然
し

之
は
正
常
勝
の
場
合
で
あ
っ
て
、
撥
尿
市
の
場
合
の
や
テ
に
含
水
友
素
の
酸
化
作
用
が
低
下
し
て
ゐ
る
時
に
は
、
含
水
炭

‐
素

が
充
分
に
あ
つ
て
も
同
様
な

「
ケ
ト
ー
シ
ス
」
が
起
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。
多
”滲
い
の
研
究
に
依
る
と

「
ヶ
ト
ン
」
艦
費
生

４
防
止
す
る
含
水
炭
素
及
び
他
の
物
質

（生
に
蛋
自
質
、
そ
の
大
部
分
に
含
水
友
素
に
憂
化
し
得
る
故
に
）
の
有
す
性
質
は

主
に
鰹
内
に
於
て
の

「
タ
ト
ン
」
機
生
證

（因
ｏさ
電
椰“８

と
封

「
ク
ト
ン
」
費
生
性
の

（
ト
ロ
一”Ｆ
Ｆ
£
８
【３

と
の
間
の
比
に

婦
着
す
る
も
の
で
っ
言
ひ
か
へ
れ
ば
一
分
子
の
糖
は
一
分
子
の

「
タ
ト
ン
」
凄
生
腱
よ
う
の

「
ク
ト
ン
」
凄
生
を
抑
屋
す
る

も
の
で
、
も
し
も
「．タ
ト
ー
ジ
ス
」
の
は
げ
し
い
時
は
、
一
分
子
の
葡
萄
糖
は
三
分
子
の
脂
防
酸
に
当
抗
す
る
も
の
で
あ
る
。

野
す
る
に

「
タ
ト
ン
」
封
の
凄
生
又
は
そ
の
排
泄
は
蛋
自
質
、
脂
防
．
含
水
友
素
が
同
時
に
分
解
さ
れ
る
場
合
に
ぶ
け
る
量

的
相
互
関
係
に
卜
る
も
の
で
あ
る
。
な
れ
故
に
総
て
の

「
ケ
ー
ン
」
食
餌
は

「
ク
ト
ン
」
凌
生
物
質
が
常
に
封

「
ケ
ト
ン
」

費
生
物
質
よ
り
も
多
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
結
果

「
タ
ト
ー
ジ
ス
」
が
起
つ
て
家
て

「
ク
ト
ン
」
證
が
排
泄
せ
ら
れ

る
様
に
な
つ
て
本
る
。　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
・・

證
を
費
生
せ
し
め
る
と
云
ふ
丈
で
な
く
、
更
に
色
々
な
條
件
が
４
レ

て
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
此
の
場
合
の

「
ケ
ト
ン
」
食
糾
は
蛋
自
質

「
ビ
タ
ミ
ン
」
重
類
を
含
み
、
同
時
に
充
分
な

「
ヵ
ロ
リ
ー
」
を
持
つ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
方
小
兄
の
必
要

「
カ
ロ

，
１
」
は
、

そ
の
腱
重
、
身
長
及
び
そ
の
小
兄
の
性
質
に
よ
つ
て
異
つ
て
本
る
。

例
へ
ば
活
激
な
小
見
な
ら
ば
、
そ
れ
丈
多
く
の

「
カ
ロ
リ
ー
」
が
必

要
に
な
つ
て
本
る
。
こ
の
外
に
小
見
で
は
必
要

「
カ
ロ
ッ
ー
」
以
外

に
成
長
に
要
す
る

「
カ
ロ
リ
ー
」
を
考
へ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
絶
必
要

「
カ
ロ
リ
ー
」
は
「
そ
の
身
長
に
勤
す
る
正
常
證
重
か

ら
求
め
る
べ
き
で
、
正
常
封
重
に
封
す
る
必
要

「
カ
ロ

，
１
」
は
、

冒
目
ｏ自
●†
目
Ｌ
ぎ
一
の
表

（
第

一
表
）
か
ら
求
め
ら
れ
る
。
之
に
封
ｔ

て
活
動
、
我
育
及
び
排
泄
物
中
の
損
失
等
を
計
算
に
入
れ
て
表
よ
り

求
め
た
必
要
「カ
ロ
リ
ー
」に
更
に
そ
の
五
〇
％
を
加
＾
ね
一
な
ら
な

い
。此
の
様
に
し
て
計
算
す
る
と

］Ｆ
Ｆ
の
計
算
よ
り
は
少
な
い
が
、

貴
際
小
兄
の
機
育
に
勤
し
之
れ
丈
の
「
カ
ロ
リ
ー
」
で
充
分
で
あ
る
。

第
二
に
考
へ
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
ぃ
小
鬼
に
勤
す
る
蛋

自
質
の
必
要
量
で
あ
る
。
一
般
的
に
云
へ
ば
■
鬼
の
場
合
は
鎧
重
一

軒
に
当
し
一
元
牛
卜
二
死
、
小
兄
で
は
告
九
か
ら
四
π
で
あ
る
が
、

本
力
五

『
ケ
ト
こ
食
“
秦

法

〈熱 量 表)

（
キ

ロ

艤
　
重

・５．一
・６．一
ヱ
・８．・８．リ
ル

２６
．

２７
．‰

２８
．２８
．２９
．

５
．
６
．
６
．
７
．
７
．
８
．
８
．
９
．
９
．

・０
．

・０
．



■
ゲ
ト
ご
全
「併
療
法

六
カ
六

「
ケ
ト
ン
」
食
餌
の
性
質
上
蛋
自
質
は
出
来
る
丈
低
く
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尿
の
分
析
の
結
果
か
ら
見
る
と
證
重
一
軒

に
当
し
て
，　
一
九
の
蛋
自
質
で
充
分
に
窒
素
の
不
衡
を
保
つ
の
で
あ
る
。

「
ビ
タ
ミ
ン
」
は

「
ク
ト
ン
」
食
餌
申
に
含
ま
れ
る
、
野
薬
、
果
物
に
依
つ
て
供
給
さ
れ
る
様
に
献
立
を
作
ヶ
、

「
ビ
久
ミ

ン
」
Ａ
、
Ｄ
は
主
に

，
「
パ
タ
」
卵
黄
か
ら
撮
取
さ
れ
る
様
に
す
る
か
、
或
は
肝
油
と
し
て
興
へ
る
事
も
出
来
る
、
壼
類
も
勿

論
快
乏
し
な
い
丈
に
献
立
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

「
タ
ト
ン
」
食
餌
の
計
算
法

第

一
の
條
件
は

「
ケ
ト
ン
」
凄
生
證

（脂
防
）
‐と
封

「
ケ
ト
ン
」
凌
生
勤
證

（脂
肪
及
び
蛋
白
質
）
の
比
を

「
ケ
ト
ン
」

澄
を
機
生
す
る
様
に
組
立
て
る
事
で
あ
る
。
此
の
比
が
一
・五
封

一
で
は

「
ク
ト
ー
ジ
ス
」
は
薇
生
し
な
い
、
二
封

一
に
な
つ

て
本
て
、
始
め
て

「
ケ
ト
ー
ジ
ス
」
が
起
つ
て
木
る
の
で
あ
る
。
治
療
を
行
ふ
に
は
此
の
比
を

一
封
一
、
二
封
一
、
三
封

一
、

四
封

一
と
云
ふ
様
に
憂
化
し
た
食
事
の
献
立
を
作
り
同
時
に
「
カ
ロ
リ
ー
」
蛋
自
必
要
量

「
ビ
タ
ミ
ン
」
菫
類
を
考
へ
に
入

れ
て
組
合
せ
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
ケ
ト
ン
」
食
餌
の
計
算
を
例
を
上
げ
て
示
せ
ば
次
の
様
で
あ
る
。

今
十
千
年
ニ
ケ
月
の
男
の
子
で
證
量
三
十
二
軒
と
す
れ
ば
、
男
子
十
一
年
ニ
ケ
月
の
男
の
子
の
平
均
鰐
重
は
三
十
三
研
で

あ
る
か
ら
、
表
第

一
か
ら
三
十
三
研
に
当
す
る
必
要
「
カ
ロ
リ
ー
」
を
求
め
る
。
即
ち
一
一
八
〇
「
カ
ロ

，
１
」
で
あ
る
。
此
の

表
第

一
は

”
ｏ・ａ
Ｆ
ム
Ｆ
【ぎ
一
の
表
で
あ
つ
て
、
米
国
に
於
て
の
正
常
児
童
の
必
要
「
カ
ロ
リ
ー
」
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、我
が
國
で
も
榮
養
研
究
所
の
高
比
良
博
土
の
研
究
に
依
る
、
我
が
回
の
児
童
も
殆
ど
こ
の
標
準
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
此
の
「
カ
ロ
リ
ー
」
に
そ
の
五
〇
％
を
加
へ
た
も
の
が
線
必
要
「
カ
ロ
リ
ー
」
と
な
る
。
即
ち

Ｈ
ぁ
ｏ
＋
３
ｏ
＝
ヽ
ざ

蛋
自
質
の
必
要
量
は
健
重

一
研
に
封
し
て
一
元
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
此
の
場
合
に
は
三
二
九

（Ｐ
）
二
・
五
封

一
の

「
ケ

ト
ン
」
食
餌
を
作
る
に
は

Ｐ
）
讀

ュ

ーー
リ
Ｃ
ｍ
諄
調
Ｙ
ｏ
＋
り

（Ｍ
⇒
＞
注
洲
用
コ
鳩
）
じ

『
＝
ド
０
（ｏ
十
田
）

全
必
要

「
カ
ロ
ツ
「
Ｌ
職
鴫
訪
援
珀
扱
び
拾

‥
１１水
ま
珠
つ
オ
す
‘
峰
押
´
Ｗ
げ

に
ぞ
．の
元
営
量
を
乗
し
た
な
の
ゝ

析

表

（各

一
オ
ン
ス
三
〇
瓦
〓
付
）

そ
こ
で

（２
）
の
式
を
置
き
換
へ
る
と

員
３
１
点
は
６

＋
毬
こ

十
卜
Ｑ
＋
か
ｘ
３

碧
゛
ｏ
＝
ω卜
Ｍ

”
ｎ
゛
Ｏ
Ｃ
卜
十
８
）
＝
ドＲ
ｂ
調

と
云
ふ
事
に
な
る
。
そ
こ
で
一
日
の
食
品
中
に
之
丈
の
蛋
自
質
、
含
水

友
素
、
脂
防
を
含
み
、同
時
に
二
・五
封

一
を
保
つ
様
に
三
度
の
食
事
の

献
立
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
を
作
る
に
は
、
前
の
表
第
二
表

か
ら
食
品
の
大
澄
の
成
分
を
知
つ
て
献
立
を
作
る
と
便
利
で
あ
る
。
今

以
上
の
條
件
に
合
ふ
様
な
献
立
を
示
す
と
前
の
様
で
あ
る
。

『
ケ
ト
こ
全

餌
療

法

野

楽
　
①

胡
八
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ち
し
や

さ
や
べ
つ
、
唐
子
、
赤
か
ぶ
、
２
ま
と
、
花
野
案

野

菜

０

と
う
な
す
、
大
根
、
人
謬
Ｄ
玉
ね
ぎ
、
青
豆

本
力
七

C P F(瓦

朝

ぺ "ヨ ン

パ      タ

40%タ リーム

オ ン ン デ

玉 子 個

〓

〓

瓦

瓦

６

７
．

　

・６
．

２４

豊

赤 肉

野菜 (第一種 )

肝    油

精
れく

爵
パ     タ

40%ク リーム

瓦
　
　
一
枚

¨
一

．

２４

■

．

２０

９０

”
　

８

3̈.5

4

２

　

つ

０

・６

３６3

在
野  奈 (1)

パ     タ

40%タ リーム

オ レ ン デ

エ 子 輌
鴫
物
６０
３０

ｒ

２４

合   計 ::|::.51嘉

―
オ牡 牛 牛 魚
l

卜勁蘭

ミ́ヽ

cte乳 肉肉

郷
風
ｂ
Ξ
発

小
覆
賃
馨

野

案
（第
二
類
）

野
　
業
（第
一
類
）

鶏
　
　
　
　
肉

鶉
　
　
　
　
卵

チ
　
　
ー
　
　
メ

ベ
　
ー
　
ヨ　
　
ン

２０
％
ク
リ

ー

ム

４０
％
ク

，

‐

ム

パ
　
　
　
　
　
　
タ

油
　
　
　
　
　
類

米
飯
（米
十
三
瓦
）

粥
食

　

　

品

―         。 ニ ー  ー ニ  。
二 〇 〇 〇 ― ― OOOOO二 三 〇 大 入 0回 五 〇 〇

含
水
麦
議

― 一 二 五 六 ― 八 六三〇
・
五

０
・
五

八六入五一一ＯＯ一〇

二

一

蛋
白
質

OOO五 二 六 五 ― 六 三 〇 〇 〇 ― Ooニ ー ー 五 〇

脂
　
肪

二

四

七

七
一
九

四

九

一　
一
八

・

八

四

二

八

五

三

一
〇

四
一
〇六

五

九

七

八

一
一一一̈
一

一
五

五

，　
一ハユ
一

一　
一　
一ハ

二

二

五

二

七

〇

四

四

人

ｏ
八

カ

ロ

リ

ー



「
タ
ト
ご

食

毎

療

法

¨
０
■
の
合
水
炭
素
を
合
む
果
物

つ
量

わ

れ

ん

ぢ

一
〇

０

コ

０
”，零
「日
富
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

い
　

　

ち

　

　

ご

一
五

〇

口
３
″
Ｆ
ｌ
げ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

″
ｔ
”
ｒ
”静
●　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五

誂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
五

口
ａ
Ｉ
↓Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五

パ
　
　
ナ
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

此
σ
様
に
協
床
上
は

り
”０
■
”
の
比
を
以
つ
て
計
算
し
て
ゐ
る
が
、

と
比
較
し
て
見
る
と
次
の
や
う
に
な
る
。

式
は
四
枚
の

Ｃ
Ｈ
＆
Ｈ

之

を

■

８
ぞ
や
Ｆ

φ
〓

♂

Ｆ

の

が

Ｓ
”
８
ざ

３
一ざ

〓島
”一”が
‥
諄
暮
＝
中
熱
坤
卜
量
ポ
中
岬
輔
＋
夢
ず
鶏
甲
到
則
副
「

次
に

ぁ口
ｏ
申
『
の
分
子
比
は
次
の
様

に
し
て
計
算
す
る
。

ド
レ
ト
嘘
に
踊
瞳
ぼ
Ю
ほ
に
に
鷹
囀
ド
ド
に
い
ド

＝

Ｌ
Ｅ

朧

融

ｌｘ
”
ふω
×

Ｈ
済
誨

ｃ
討
覇
諄

増
ヾ
て

廊
ヽ
「
露

書

樹
諄
”
０
バ
）

　

〓

ぃ
一部

ヽ

酬

＋

８

ｘ

翔
冊
殺

＋

ｏ
・鶏

針

臓
酬

こ

摯「ぃ
引い霧
騨
馴
＋
８
ｘ
翔搬
渕
＋
ｃ・ｔ
針

即
ち
此
の
臨
床
上
に
用
り
る
比
が
よ
く

■
８
ξ
”諄
の
比
と
一
致
し
て
家
る
の
で
あ
る
。

一
般
に

「
タ
ト
ン
」
獲
生
證
と
封

「
タ
ト
ン
」
凄
生
證
と
の
比
を
二
封

一
、
三
封

一
と
云
ふ
様
に
髪
化
し
て
行
く
に
は
次

の
様
式
を
用
ひ
に
ば
ょ
い
の
で
あ
る
。

譲
黎
旧
撻
●
）
―

ハ離
椰
π
嘩
■
い
ヽ
■
）
ｌ

ｘ
ｒ
Ｊ

”

ヽ
６
一
●
ュ

Ｐ
い

と

］

・
・
０２‥．

・
・
４‥．

”

２
．
６８．

一
　

″
。

「
″

ト

ン
」
食
餌

の
血
液

に
封

す

る
影

響

他
學
的
髪
化
は
飢
餓
に
依
る
憂
化
と
同
様
で
ぁ
る
。
即
ち
「
ケ

）
「
ア
セ
ト
ン
」
本
澄
は
明
か
に
尿
及
び
呼
氣
に
出
現
し
て
本

喘̈
婦
勧
『
判
〔
¨
ｒ
『
秘
『
動
い
』
ｒ
動
］
構
〔
〕
４
『
珈

生
證
の
比
が
二
封
一
以
上
に
な
つ
て
い
一
般
に
始
め
て
ぁ
ら
は
れ
て
家
る
。
時
に
よ
る
と
三
封
一
に
な
つ
て
始
め
て
起
る
事

も
あ
る
。
以
上
の
憂
化
か
ら
現
て
低
血
糖
が
影
響
す
る
や
ぅ
に
も
見
え
る
が
、「
イ
ン
ズ
リ
ン
」
で
低
血
糖
を
起
さ
せ
て
も
、

稜
作
に
は
何
等
の
影
響
が
な
い
。

健
康
に
当
す
る
影
響

次
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
描
は

「
ヶ
ト
ー
ジ
メ
」
を
っ
ゞ
け
る
事
が
、
兄
童
の
機
育
に
当
し
て
又
は
健
康
に
封
し
て

悪
影
響
が
な
い
か
と
云
ふ
と
、
貴
際
書
は
な
い
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

此
の
や
う
な

「
タ
ト
ー
ジ
ス
」
の
状
態
で
、
な
ほ
よ
く
軽
ぃ
博
染
性
の
疾
患
に
た
え
る
。
む
し
ろ
前
よ
り
も
抵
抗
力
を
増

す
や
う
に
見
え
る
位
で
あ
る
と
云
ふ
。
然
し
此
の
療
法
を
行
っ
て
ゐ
る
期
間
に
は
、
前
■
り
も
餘
分
に
水
分
を
奥
へ
る
事
は

必
要
で
ぁ
る
し
、
又
以
前
ょ
う
も
睡
眠
時
間
を
多
く
し
て
ゃ
る
事
ヽ
必
要
で
あ
る
。
叉
媚
腸
障
害
を
起
す
事
は
ご
く
ま
れ
で

し
し
食
餌
を
き
ら
ふ
様
で
ぁ
れ
ば
、
同

一
組
成
を
持
つ
て
ゐ
る
他
の
献
立
を
考
へ
て
ゃ
れ
ば
ょ
ぃ
の
で
あ
る
。

「
ク
ト
ン
」
食
餌
の
徴
候
に
当
す
る
影
響

『
ケ
ト
ン
」
食

軒

療

法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
カ
九

―

―

―

―――

＝

＝

＝

―――

―――

＝

＝

撒

朧

附

朧

鱗

鵬

朧

――――――

鵬

鵬

靱

柵

鵬

酬

鮒

鵬

鵬

朧

相
互
代
用
食
品
賞
量

肉
　
　
　
一二
〇
瓦

三

〇

三

〇

六

〇

三

〇

三

〇

六
九
八

三
〇
瓦
魚
肉
十
一
０
■
ベ
ー
ョ
ン

四
〇
瓦
魚
肉
十
二
瓦
パ
タ

王
子

六
〇
瓦
魚
載
は
鶏
肉
十
五
■
の
パ
タ

三
〇
瓦
チ
ー
ズ

一
枚
の
ビ
ス
ケ
ツ
ト
　
　
　

．

同 同 同 生ペ

ー

ヨ

ン

オ

ー

ト

ミ

ル



『
ケ
ト
ご
食

餌
療

法

ｔ
０
０

一
般
に
云
へ
ば
紳
維
質
の
諸
徴
候
興
奮
性
が
減
じ
て
木
る
。
類
病
な
れ
ば
憂
作
が
減
す
る
。
之
は

「
ケ
ト
ー
ジ
ス
」
の
程

度
が
低
く
て
凄
作
が
減
じ
て
来
る
場
合
ｔ
．
高
い
比
の
食
餌
を
奥
へ
始
め
て
獲
作
に
影
響
し
て
家
る
場
合
と
あ
る
。
同
じ
比

の
食
餌
で
あ
つ
て
も
、
脂
肪
の
多
い
の
よ
う
も
同

一
の
脂
肪
で
含
水
友
素
を
少
く
し
た
方
が

「
ク
ト
ー
ジ
ス
」
が
著
明
に
な

て
獲
作
に
当
す
る
作
用
も
著
明
で
あ
る
。
此
の
場
合
多
く
の
含
水
炭
素
を
典
へ
る
と
．
す
ぐ
に
元
の
や
う
に
磯
作
を
起
し
て

泰
‘
。
小
兄
で
は
特
に
菓
子
類
を
典
へ
な
い
や
う
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

舞
踏
病
の
場
合
の
獲
作
も

「
ク
ト
ン
」
食
餌
に
依
つ
て
お
さ
へ
る
事
が
出
来
る

い
０４
２
魚
上
ぎ
げ゙いこ
り
の
貸
験
に
よ
る
と

仇
十
二
口
間

「
タ
ト
ン
」
食．
餌
を
興
ヽ
る
と
稜
作
が
減
し
て
な
る
と
云
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・　
　
　
　
適
　
　
應
　
　
症

第
一
は
顔
痢
で
あ
る
。
類
病
は
理
學
的
徴
候
血
液
フ‐
氏
反
應
、
踏
脊
髄
液
検
査
、
Ｘ
線
等
に
依
る
も
何
等
徴
候
の
な
い
も

の
に
用
ふ
べ
き
で
あ
る
。

第
二
　
舞
踏
病
も
適
應
症
で
あ
る
。

臨

林

備

憲

鐵

（主

）

臀
學
博
士
　
宇

賀

口

震

吉
選

（
＞

〓

ｒ

↓

〓
●
ｏ
い
ｏ
お

“

Ｓ

口
“
　

”

「

浄

●
　

”

ｏ
げ
聟

”
　

因

ｏ
』

，

Ｔ

Ｉ
Ｑ

ｒ

』
ｏ
ユ

弾調
識
，お
い紳
一囃
【８Ｆ
誇
一響
勇
一『Ｆ
鞠
【Ｆ

◇

若
し
も
急
性
臓
部
疾
患
の
場
合
に
於
て
、
疹
痛
が
最
初
に
起
つ
た
症
状
で

ユ
一
れ

‥‥す
埠
燎
い
」

‐様
突
真
の
可
能
性
の
誤
り
で
あ
る
事
が
確
定
的
に
験
外

◇

九
て
腹
部
の
疼
痛
の
場
合
に
は
、殊
に
小
見
に
於
て
は
、
下
剤
を
避
け
よ
。

◇

賦
嗽
が
な
い
か
ら
と
云
つ
て
、決
し
て
肺
炎
で
は
な
い
と
云
ふ
事
は
な
い
。

◇

左
腋
下
の
疼
痛
の
最

，
普
通
な
原
因
は
、腹
部
膨
満
亀
ｏ
・̈一ｏ・ｏＣ
で
あ
る
。

◇

喀
血
が
、

慟
結
核
０
撮

‐初
の
症
駅
と
し

‐て
起
つ

，た
時
に
は
、
物
理
的
兆
候

麗
應
義
艶
大
學
層
學
部
分
科
學
数
室

（主
任

茂
木
教
授
）

大
學
院
學
生
　

松

　

井
　
　
八

耶

逃

器
械
的
「イ
ン
ウ
Ｆ

の
統
計
的
観
察

、

¨
、
緒
　
　
　
　
一言

「
イ
ン
ク
ス
」
に
動
力
的
「
イ
ン
シ
ス
」
と
器
械
的

「
イ
ン
ク
ス
」
と
あ
り
、
何
れ
も
何
等
か
の
原
因
に
依
り
て
、
腸
管
の

通
過
、
不
良
又
は
不
能
に
陥
り
た
る
も
の
に
し
て
、
腸
内
容
滞
溜
し
磯
作
性
の
腹
痛
、
嘔
吐
あ
り
、
鼓
腸
、
嬬
動
不
穏
等
の

諸
症
状
を
塁
し
、
便
の
排
出
止
み
、
放
屁
快
如
し
、
途
に
は
膳
汁
或
は
腸
内
容
を
も
嘔
吐
す
る
に
至
る
も
の
な
り
。

本
症
に
あ
り
て
は
高
位
浣
腸
、
「
メ
ン
タ
」
水
凛
布
等
の
保
存
的
療
法
に
依
り
て
も
治
癒
す
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
大
部
分
は

観
血
的
療
法
に
依
ら
ぎ
る
べ
か
ら
す
。
今
慶
應
義
塾
大
學
病
院
外
科
に
於
て
、
大
正
九
年
九
月
八
日
開
院
営
初
よ
う
昭
和
四

年
末
に
至
る
約
十
ケ
年
間
の

「
イ
レ
ク
ス
」
患
者
総
数
二
七
七
名

（
全
入
院
患
者
の
二
●
三
％
蒻
）
に
就
き
て
見
る
に
、
多

く
は
手
術
的
療
法
に
依
り
、
腸
重
積
症
の
極
少
数
に
於
て
の
み
保
存
的
療
法
に
依
う
て
治
癒
せ
う
。

本
院
外
科
に
於
け
る

「
イ
ン
フ
ス
」
各
種
の
症
例
次
表
の
如
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（第

一
表
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
賦
（百
分
卒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
死
亡
敷
（死
亡
卒
）

（甲
）絞
掘
性
「
イ
ン
ウ
ス
」

一
、
異
常
索
状
物
又
は
屈
曲
．に
国
る
「
イ
レ
ウ
ス
』
　
　
　
入
七
會
〓

ｏＯ
％
）
　
　
　
　
　
　
　
一〓
ズ
三
六
・
八
％
）

二
、
腸
重
積
症
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